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平成１７年３月期通期業績予想 

        および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 17年 5月 6日開催の取締役会において、昨年 11月 9日の中間決算発表時に公

表した平成 17年 3月期（平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日）の業績予想、および期末

の１株当り配当予想について、下記のとおり修正することを決議しましたのでお知らせいたしま

す。 

 

記 
 
１． 平成 17年 3月期連結業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日） 

（単位：百万円） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 

（平成 16年 11月 9日発表） 
1,086,856 40,180 23,125 

今回修正予想（Ｂ） 1,102,390 48,186 28,819 

増減額（Ｂ－Ａ） 15,534 8,006 5,694 

増減率 1.4％ 19.9％ 24.6％ 

前期実績（平成 16年 3月期） 939,137 30,652 19,168 

 
２． 平成 17年 3月期個別業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日） 

（単位：百万円） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 

（平成 16年 11月 9日発表） 
1,055,940 31,580 15,800 

今回修正予想（Ｂ） 1,072,677 38,696 21,091 

増減額（Ｂ－Ａ） 16,737 7,116 5,291 

増減率 1.6％ 22.5％ 33.5％ 

前期実績（平成 16年 3月期） 921,997 25,335 12,857 

 



３． 修正のおもな理由 
 売上高は、地上デジタル放送の視聴エリアの拡大やアテネオリンピックの追い風もあり、大型
薄型テレビ、ＤＶＤレコーダーなどが好調に推移しました。また、夏の猛暑でエアコンなどの季
節商品も好調に推移し、当初計画を上回る見込みです。利益面では、全社挙げてローコスト経営
に取組み、各種経費の削減に努めた結果、販売管理費が当初見込みを大幅に下回り、計画を大幅
に上回る見込みであります。 
  
４． 配当予想の修正 

 中間期 期末 年間 
前 回 予 想 
（平成 16年 11月９日） 

－ １１円 １１円 

今 回 修 正 予 想 － 
普通配当２０円 
記念配当 １円 
合  計２１円 

普通配当２０円 
記念配当 １円 
合  計２１円 

前 期 実 績 
（平成 16年 3月期） 

－ 
普通配当１1円 
記念配当 １円 
合  計１２円 

普通配当１1円 
記念配当 １円 
合  計１２円 

 
５． 修正の理由 
上記の業績予想の修正に基づき業績が好調に推移していること。また、国内専門量販店として
初の売上高１兆円を達成したことを記念して記念配当を加えて、日頃の株主各位のご支援にお応
えすべく期末配当金を 21円にする増配案を平成 17年 6月 29日に予定している定時株主総会に
付議する予定でございます。 

 
 

（注）今回の予想は、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、
最終の業績は今後のさまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 
以上 


